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【目的】 

当院におけるボツリヌス療法の治療経験について報告する。 

 

【方法】 

２０２０年６月から２０２１年１２月までに、前治療として１２週以上の抗コリン剤あるいはβ

３刺激薬使用歴のある薬剤抵抗性過活動膀胱に対してボツリヌス療法（経尿道的Ａ型ボツリヌス

毒素膀胱壁内注入療法）を行った１１例（１２回）について後方視的に検討した。治療評価は過

活動膀胱症状質問票（ＯＡＢＳＳ）を用いた。 

 

【結果】 

患者背景は、年齢平均が７５．１歳（５１－９０）、性別は男性５例、女性６例であった。前治

療期間は平均５０週（１２．３－１１３)、前治療薬はミラベクロン１１例、ソリフェナシン５

例、フェソテロジン２例であった。治療効果は治療前ＯＡＢＳＳ合計点平均１０．３点が治療後

ＯＡＢＳＳ合計点平均２．５点と有意に改善した（P＜０．０１）。有害事象は膀胱痛が１例み

られたのみであった。 

 

【結論】 

ボツリヌス療法は高齢者に対しても有害事象も少なく、治療効果を得ることができた。 
 

 


